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arXiv:2004.01204

- 三重星系 GW Ori の軌道と周囲の円盤の観測
- 星たちは、離心率が 0.2 程度の軌道にある

- 近赤外線の観測で、影のような構造が見えており、電波で見えるリングも中心がずれ
ていて、互いに傾いたリング構造を持った星＋円盤の系

- 三重星系と円盤の相互作用で、このような構造ができそう



円盤の熱放射と赤外線散乱光



円盤構造、三重星の軌道、散乱光のモデル
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arXiv:2008.04798

- 星形成における化学進化計算コードの比較

- 物理モデルの仮定や、化学反応計算の違いが、どのように分子の存在量に影響する
か

- 物理的な条件の仮定の方が、化学モデルの仮定に比べて結果への影響が大きい
- 天体固有のモデルでも、不定性は大きい



３つのモデルを考える：

- W14-M20: IRAS16293 用の１次元モデル
- S20: IRAS16293 用の１次元モデル

- D16: ２次元の一般的なモデル

1次元モデル: envelope のモデル
化学計算は bulk, surface, gas の３相

２次元モデル: 円盤も入ってくる
化学計算は bulk+surface, gas の２相

基本的な考え方：
分子雲コアの collapse 前から collapse 後までを追う
比較的単純化した力学モデルの中で、化学進化を追う

物理モデルのパラメータの違い

重要なパラメータ：
- t_{precollapse}
- 分子雲コアが重力収縮を

開始するまでの時間



１次元モデルと２次元モデルの違い
- １次元モデルのパラメータ領域は、基本的に envelope 領域
- ２次元モデルは、円盤のパラメータ領域も入っている



Collapse 直前の分子のアバンダンス
- S20 の CO が少ない
理由はよく分からない

- D16 の NH3, H2CO, CH3OH が少ない
 precollape の時間が短いため

- H2S の違い
初期に仮定した元素の abundance 

の違い（S20 と D16 は S が少ない）

Collapse における分子のアバンダンス
- H2S, CO2 の量の違いは collapse 後もそのまま保たれる
- D16 に入っている円盤（小さく、冷たく、濃いガス）形成は、N2 以外の全ての分子で効

果が大きい

黒点線：
円盤形成



Collapse 後の分子のアバンダンス
- H2S, CO2 の量の違いは collapse 後もそ

のまま保たれている
- 最終的には、envelope のアバンダンスは、

そこそこどのモデルでも一致
- D16 が全体的に分子が少ない傾向
 D16 のモデルは年齢が若い

- disk のアバンダンスは envelope と異なる

化学進化モデルでは、年齢やタイムスケールが重要な要素になる

※化学反応モデル（２相／３相）の違いは、H2CO や CH3OH の量の違いに影響するが、
そこまで大きな影響ではなさそう

論文の結論：
- precollapse phase の仮定に気をつける必要がある。t_{precollapse} の違いは 30万

年程度だが、その時点での分子のアバンダンスに影響が大きく、それを collapse 後ま
で引きずる

- 物理的な状況の仮定の違いの影響は、化学反応計算の影響よりも大きい
- 円盤を空間分解するような高解像度観測（ALMA 観測）では、円盤などの構造を入

れたモデルが必要になる。
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arXiv:2008.09157

- 大質量星形成領域 NGC6334I における、アミドを持った分子の発見
- すでに、様々な複雑分子が見つかっている領域

- NH2CN, CH3C(O)NH2, CH3NHCHO を見つけ、アバンダンスを他の天体と比較

- どの天体でも同じようなアバンダンスであり、似たような反応（星間ダスト中の氷の上
での反応？）で出来たものと思われる

- ただし、NH2CN はソースによってアバンダンスが異なり、天体の環境の違いを反
映しているかもしれない

- 生命関連物質は星間空間起源？



アミドの一般構造

シトシンの中に、
アミドの構造

観測：大質量星形成領域 NGC6334I の ALMA 
観測。
これまでに、CH3CHO, CH3COOH などの O を
持った分子や、NH2CHO などの N を持った分
子が観測されている領域



モーメント０マップ

i, ii, iii,… の位置で、スペクトルを取って解析



MM1-I の位置での NH2CN のスペクトル



領域内／他の領域との NH2CHO に対するアバンダンスの比較

• NH2CN: NGC3884I の中では、ほぼ同じ程度のアバンダンスだが、他の領域と比較する
と１桁違う
• 大質量星形成領域では、NH2CN が少ない？ガス密度が高いと生成反応が抑えら

れる可能性？温度環境が NH2CN と NH2CHO の desorption の量を決めている？
• HNCO: だいたい interstellar の平均的な量程度。NGC3884I の中で、MM2 の方が MM1 

より５倍程度大きい
• イオン化率の違いを表している？
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arXiv:2008.00309

- SCExAO/CHARIS による、デブリ円盤 HD15115 の直接撮像
- SPHERE で報告された、misaligned ring の構造は検出できなかった
- 非軸対称構造を見つけた
- HST 観測と合わせると、grain size が小さそう
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arXiv:2006.12526

- IRAM 30m 望遠鏡による、Class I 天体の 3mm での分子輝線サーベイ
- C, N, O を含む小さな分子（元素数3以下）の量などを調べた
- Chemical differentiation が Class I 段階で起こっていることを示唆
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arXiv:2008.00906

- 磁気円盤風と、根元の円盤の磁場構造との関係を調べる
- 磁場構造が “slanted symmetry” という傾いた場合にどうなるかを調べる

- 円盤で MRI の channel mode が卓越するような場合
- 円盤磁場が強いと、slanted symmetry になりうる
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arXiv:2008.04564

- Orion KL の 8000AU 程度の領域の運動温度のマッピング
- 様々な構造について、加熱に寄与する internal source がある証拠は見つからなかった
- 数100年前に起こった、爆発的な何らかの現象が、Orion KL の energetics に強い影響を

与えている可能性がある
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arXiv:2008.13411

- 炭素の同位体分別に関する、gas-grain chemistry の新しいモデル
- 13C の reservoir が多くなり、気相の CO に 13CO が多くなり、atomic 13C が少なくなる。

その結果、ダスト上で出来る CH4 に 13C が少なくなる
- 太陽系で（特にタイタンで）観測されている現象と合わない

- 星形成段階と惑星形成段階で、物質が変わっているかもしれない
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